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新
専
任
教
員

　
新
た
に
４
人
が
専
任
教
員

と
な
っ
た（
４
月
１
日
付
）。

各
教
員
の
氏
名
、
職
名
、
主

な
担
当
は
次
の
通
り
。（
敬

称
略
）

◆
理
工
学
部

本ほ
ん

田だ

　
秀ひ

で

樹き

教
授
「
電
磁
気
学
」「
自
動

車
制
御
工
学
」

奈な

良ら

　
英ひ

で

利と
し

准
教
授
「
細
胞
組
織
学
」

「
動
物
解
剖
学
」

◆
人
間
学
部

杉す
ぎ

浦う
ら

　
ち
な
み

助
教
「
教
育
社
会
学
」「
生

涯
学
習
論
」

目め

黒ぐ
ろ

　
志し

ほ

み

帆
美

助
教
「
英
語
」「
英
米
文
化

論
」

〠986-8580
宮城県石巻市

南境新水戸1番地
☎0225-22-7717（直）

石巻専修大学
広報係

本年４月、
創立 30 年を
迎えました

胸膨らませ 夢への一歩

　
新
入
生
は
理
工
学
部
１
３

１
人
、
経
営
学
部
１
４
２

人
、
人
間
学
部
79
人
、
大
学

院
生
５
人
。
外
国
人
留
学
生

入
学
試
験
に
合
格
し
、
経
営

学
部
に
入
学
し
た
留
学
生
４

人
も
笑
顔
で
式
に
臨
ん
だ
。

　
尾
池
守
学
長
は
式
辞
で
、

「
夢
や
目
標
の
実
現
の
た
め

に
今
何
を
す
べ
き
か
、
未
来

の
視
点
か
ら
現
在
の
自
分
を

入
学
式
で
新
入
生
を
激
励
す
る
尾
池
学
長

2018年度入学式

創
立
30
年 

努
力
を
誓
う

力強く宣誓の言葉を述べる

学部総代の熱海さん

　
２
０
１
８
年
度
の
石
巻

専
修
大
学
入
学
式
が
４
月

４
日
、
本
学
体
育
館
で
行

わ
れ
た
。
創
立
30
年
の
節

目
の
年
に
大
学
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
新
入
生

は
、
３
学
部
７
学
科
の
学

部
生
と
大
学
院
生
、
合
わ

せ
て
３
５
７
人
。
桜
の
つ

ぼ
み
が
膨
ら
み
始
め
た
キ

ャ
ン
パ
ス
で
、
夢
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
た
。

見
て
、
考
え
る
こ
と
が
大

事
」
と
大
学
で
学
ぶ
意
義
を

説
い
た
。
ま
た
、
東
日
本
大

震
災
に
直
面
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
産
業
支
援
や
生
活
支
援
を

行
っ
て
き
た
こ
と
や
、「
い

し
の
ま
き
学
」「
復
興
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
学
」
な
ど
独
自
の

学
び
を
紹
介
し
、「
本
学
で

し
か
で
き
な
い
経
験
を
積
ん

で
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。

　
日
髙
義
博
理
事
長
、
亀
山

紘
石
巻
市
長
の
祝
辞
に
続

き
、
大
学
院
総
代
の
遠
藤
お

り
恵
さ
ん
（
経
営
学
研
究
科

経
営
学
専
攻
修
士
課
程
）

と
、
学
部
総
代
の
熱
海
航
さ

ん
（
経
営
・
宮
城
県
石
巻
商

業
高
）
が
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
た
。

　
本
学
の
学
生
が
復
興
に
力

を
尽
く
す
姿
を
報
道
で
数
多

く
目
に
し
て
き
た
と
い
う
熱

海
さ
ん
は
、「
先
輩
方
を
誇

り
に
思
う
」
と
敬
意
を
表

し
、「
石
巻
専
修
大
学
の
一

員
と
し
て
ひ
た
む
き
に
努
力

し
続
け
ま
す
」
と
力
強
く
宣

誓
し
た
。

　
期
待
と
不
安
で
緊
張
気
味

だ
っ
た
新
入
生
も
閉
式
後
は

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情
に
。

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
女
子
留
学

生
、
チ
ャ
ン
・
テ
ィ
・
ニ
ュ

ン
さ
ん
は
「
経
営
学
の
中
で

も
観
光
分
野
に
つ
い
て
深
く

学
び
た
い
」
と
話
し
、
い
よ

い
よ
始
ま
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
に
意
欲
を
み
せ
て
い

た
。

　
式
終
了
後
は
、
新
入
生
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
学
生
・
保
護
者

懇
談
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
サ

ー
ク
ル
団
体
の
勧
誘
の
声
が

に
ぎ
や
か
に
響
い
て
い
た
。

　
新
入
生
同
士
が
親
睦
を
深

め
、
大
学
生
活
に
い
ち
早
く

な
じ
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

「
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
が
４
月
６

日
か
ら
１
泊
２
日
、
宮
城
県

松
島
町
の
ホ
テ
ル
松
島
大
観

荘
で
行
わ
れ
た
。

　
最
初
は
緊
張
し
た
様
子
だ

っ
た
新
入
生
た
ち
だ
が
、
自

己
紹
介
や
友
達
づ
く
り
ワ
ー

ク

写
真

、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
次
第
に

新
た
な
仲
間
と
打
ち
解
け
て

い
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
教

職
員
や
先
輩
た
ち
も
参
加
。

学
科
ご
と
に
教
員
が
講
義
内

容
や
時
間
割
の
組
み
方
な
ど

を
説
明
し
た
ほ
か
、
学
生
会

に
よ
る
サ
ー
ク
ル
紹
介
も
行

わ
れ
、
大
学
生
活
の
ス
タ
ー

ト
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
伝
え
た
。
学
生
た
ち
は

「
不
安
が
多
い
大
学
生
活
の

ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、
今
回

　
新
入
生
や
教
職
員
ら
約
４

０
０
人
が
７
日
、
仙
台
市
の

楽
天
生
命
パ
ー
ク
宮
城
で
行

わ
れ
た
プ
ロ
野
球
の
楽
天
イ

ー
グ
ル
ス
対
福
岡
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
戦
を
観
戦
し
た

写
真

。
昨
年
、

連
携
協
定
を
結
ん
だ

楽
天
野
球
団
の
協
力

に
よ
る
初
の
試
み

で
、
地
元
・
楽
天
イ

ー
グ
ル
ス
を
熱
心
に

応
援
し
た
。
太
田
み

ち
る
さ
ん
（
経
営
・

青
森
県
三
本
木
農
業

高
）
は
「
球
場
全
体

の
一
体
感
を
感
じ
な

が
ら
ジ
ェ
ッ
ト
風
船

を
飛
ば
し
、
楽
し
か

っ
た
」
と
話
し
た
。

楽
天
戦
を
観
戦

　
経
営
学
部
の
学
生
が
特
別

聴
講
生
と
し
て
３
年
次
前
期

の
間
、
専
大
経
営
学
部
で
学

ぶ
国
内
留
学
が
始
ま
っ
た
。

参
加
す
る
５
人
は
４
月
４
日

か
ら
神
奈
川
県
川
崎
市
の
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
新
た
な

環
境
で
の
学
生
生
活
に
取
り

の
セ
ミ
ナ
ー
で
友
達
が
で

き
、
授
業
が
待
ち
遠
し
く
な

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

松
島
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

組
ん
で
い
る
。

　
参
加
学
生
は
、
菅
原
謙
斗

専大経営学部へ国内留学５人

期
間
な
の
で
、
何
事
に
も
挑

戦
す
る
意
欲
を
持
ち
、
多
く

の
こ
と
を
吸
収
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
話
し
た
。

さ
ん
（
宮
城
県
仙
台
育
英
学

園
高
）、
熊
谷
祥
さ
ん
（
宮

城
県
宮
城
広
瀬
高
）、
小
野

寺
一
樹
さ
ん
（
宮
城
県
仙
台

育
英
学
園
高
）、
阿
部
舜
さ

ん
（
宮
城
県
名
取
北
高
）、

千
葉
雄
大
さ
ん
（
岩
手
県
一

関
第
一
高
）。
５
人
は
キ
ャ

ン
パ
ス
近
く
の
生
田
研
修
館

に
入
居
。
講
義
に
加
え
て
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
に
も
所
属
し
、
専

大
生
と
一
緒
に
８
月
ま
で
勉

学
に
励
む
。

　
阿
部
さ
ん
は
「
昨
年
参
加

し
た
先
輩
か
ら
話
を
聞
き
、

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
く

な
い
と
考
え
た
。
自
分
の
殻

を
破
る
気
持
ち
で
積
極
的
に

講
義
に
参
加
し
た
い
。
経
営

学
の
知
識
を
は
じ
め
、
幅
広

い
知
識
を
身
に
つ
け
、
今
後

に
生
か
し
た
い
」と
話
し
た
。

　
千
葉
さ
ん
は
「
広
告
戦
略

を
中
心
に
メ
デ
ィ
ア
事
業
の

理
解
を
深
め
た
い
。
将
来
、

メ
デ
ィ
ア
関
連
の
仕
事
に
携

わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
自
ら
の
感
性
を
磨
き
、

発
信
力
も
鍛
え
た
い
。
短
い

　
人
間
学
部
人
間
文
化
学
科

の
３
年
次
生
が
、
高
校
生
と

協
力
し
て
取
り
組
ん
だ
「
復

興
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
館

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
交
流
館

３
館
の
案
内
チ
ラ
シ
が
完
成

し
、
３
月
27
日
に
石
巻
市
役

所
で
亀
山
紘
市
長
を
は
じ
め

関
係
者
に
報
告
し
た
。

　
本
学
と
石
巻
市
内
の
高

校
、企
業
・
法
人
が
連
携
し
、

人
材
育
成
や
地
域
活
性
化
を

テ
ー
マ
に
活
動
す
る
高
大
産

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
。
佐
藤
利
明
ゼ
ミ
、
輪
田

直
子
ゼ
ミ
、
庄
子
真
岐
ゼ
ミ

の
学
生
６
人
と
石
巻
市
内
４

高
校
の
生
徒
が
参
加
し
た
。

　
復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報
交

流
館
は
、
地
域
の
将
来
像
や

復
興
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
石
巻
市
営
の
施
設
。
学

生
た
ち
は
中
央
館
の
チ

ラ
シ
を
参
考
に
、
北
上

館
、
雄
勝
館
、
牡
鹿
館

で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
の

作
製
に
取
り
組
ん
だ
。

　
昨
年
９
月
に
は
３
班

に
分
か
れ
各
地
区
の
歴

史
や
文
化
、
見
ど
こ

ろ
、
東
日
本
大
震
災
の

被
害
状
況
を
調
査
。
そ

の
後
、
話
し
合
い
や
共

同
作
業
を
重
ね
、
半
年

が
か
り
で
Ａ
４
判
二
つ

折
り
カ
ラ
ー
４
㌻
に
ま

と
め
た
。
幅
広
い
来
場

者
に
対
応
す
る
た
め
英

語
の
説
明
文
も
併
記
し
た
。

石
巻
市
Ｈ
Ｐ
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
表
紙
の
写
真
は
北
上
川
河

口
の
ヨ
シ
原
（
北
上
館
）、

慶
長
使
節
船
建
造
の
地
に
ち

な
ん
だ
創
作
太
鼓
の
上
演
風

景
（
雄
勝
館
）、
漁
船
が
新

造
さ
れ
活
気
づ
く
港
（
牡
鹿

館
）。
地
域
を
象
徴
す
る
写

真
か
ら
、
海
や
自
然
と
深
く

結
び
つ
い
た
多
様
な
営
み
が

み
え
る
。

　
佐
藤
ゼ
ミ
の
甲
州
快
さ
ん

（
３
年
次
・
山
形
県
酒
田
南

高
）
は
「
市
外
か
ら
来
た
方

に
も
石
巻
の
魅
力
が
伝
わ
る

よ
う
に
意
識
し
た
。
残
り
の

学
生
生
活
も
復
興
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
大
切
に
し
た

い
」
と
出
来
栄
え
に
納
得
の

表
情
を
み
せ
る
。

　
庄
子
ゼ
ミ
の
佐
藤
ゆ
り
か

さ
ん
（
３
年
次
・
宮
城
県
石

巻
商
業
高
）
は
「
復
興
の
状

況
を
自
分
の
目
で
見
て
、
一

歩
一
歩
進
ん
で
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

私
も
地
元
の
石
巻
で
働
き
た

い
と
強
く
感
じ
た
」
と
意
欲

を
新
た
に
し
て
い
た
。

右
か
ら
千
葉
さ
ん
、
熊
谷
さ
ん
、

小
野
寺
さ
ん
、
菅
原
さ
ん
、
阿

部
さ
ん

４
月
４
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス

復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
館

案
内
チ
ラ
シ
が
完
成

牡鹿館の案内チラシ


